
◆実車ガイド
・ DD51形のうち貨物用として登場した800番代は蒸気暖房装置非搭載となって

いたのが特徴で、JR東日本に継承された車両の多くは高崎運転所で八高線の
貨物列車けん引に使用されました

・ 1990年代後半以降は工臨やイベント列車を中心に活躍しましたが、工臨のキヤ
E195・GV-E197による置換えで2024年11月に全車両運用が終了しました

・ ぐんま車両センターで最後まで活躍した842・895号機は過去にお召列車の
けん引用に整備されており、最後まで手すりや煙突・連結器の銀色が残って
いました

※写真は実車でイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ ハイグレード(HG)仕様 ・ 895号機の運転席屋根上は扇風機カバーのある姿を再現
・ 842号機と895号機の2両セット ・ 手すりは銀色で再現
・ キャブはタブレットキャッチャーが撤去され、タブレット保護枠が一部残った ・ 895号機は列車無線アンテナ、アンテナ台座は別パーツ付属

姿を新規製作で再現 ・ ATS車上子パーツ付属
・ 屋根上の一部アンテナが撤去された台座とつらら切りの残る姿を ・ ヘッドライトは常点灯基板装備、ON-OFFスイッチ付

別パーツで再現 ・ ヘッドライトは電球色LEDによる点灯
・ ヘッドマーク｢DLぐんまよこかわ･EL･DLぐんまfin｣付属 ・ お召用に整備された姿をイメージし銀色車輪を採用
・ 前面デッキ部手すり中央部は842号機は直線の形状を、895号機は湾曲した ・ フライホイール付動力、黒色台車枠採用

形状をそれぞれ再現 ・ ダミーカプラー･自連形TNカプラー付属
・ Hゴムは黒色で再現 ・ 842・895号機ともにM-13モーター採用
・ ナンバープレートは別パーツ付属｢ＤＤ５１-842･895｣
・ 842号機の運転席屋根は扇風機カバーが無く中央に無線アンテナが

載った姿を再現
◆ここがポイント

※画像は開発中のものです 実際の製品仕様と異なる場合があります

セット両数 2 両

予価

ＪＲ東日本商品化許諾済

◆実車ガイド
・ コキ107形はコキ50000形の置換え用として2006年に

登場したコンテナ貨車で、全国でコンテナ輸送に活躍しています
・ 近年増備された車両は側面のJRFマークや突放禁止標記がなくなり、従来

の車両もこれらの標記の消去が進んでいます
・ ヤマト運輸のUV51A形は全長30フィートの通風コンテナで

2023年よりマークのデザインが変更されたものが登場しました

※写真は実車でイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ 白色に新デザインのマークが入ったUV51A形コンテナを再現 ＜特記事項＞
・ コキ107形は車番印刷済み ・ <8723><8737>は生産中止となります
・ コキ107形は側面のJRFロゴ・突放禁止標記がなくなった姿を再現
・ 搭載コンテナは番号(UV51A-38061･38062)を印刷済み
・ 手すりは取付済み
・ ブレーキハンドルは別パーツ付属
・ 銀色車輪採用

セット両数 1 両

予価

ＪＲ貨物承認済 ヤマト運輸株式会社商品化承認済 日本石油輸送商品化許諾済

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

原産地 日本・中国 パッケージサイズ 180×30×65mm パッケージ形態

品番 8756 品名 ＪＲ貨車 コキ１０７形（新塗装・ヤマト運輸コンテナ付）

発売月 2025年11月 JANコード 4543736087564

(税込)

原産地 日本 紙箱パッケージサイズ 187×135×37mm パッケージ形態

＜別売りオプション＞

2025.5.8発信

コキ107 ヤマト運輸コンテナ付

¥4,180 (税込)

クリアケース

TNカプラー：<0393>Sカプラーグレー

トミックスインフォメーション

DD51-842・895

JANコード 4543736981626 ¥20,460

品番 98162 品名 ＪＲ ＤＤ５１ 800形ディーゼル機関車（ぐんま車両センター）セット

発売月 2025年12月

写真：福田孝行

＜842号機＞ ＜895号機＞

POINT：3
842号機と895号機で異なる前面手すりや屋根の形状を再現

※画像は895号機です
POINT：2
タブレットキャッチャーが撤去されプロテクターのみが残った

キャブ側面を新規製作で再現

POINT：1
屋根上の衛星電話アンテナ台座と

ツララ切りを別パーツ付属で再現


